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  ① 授受表現はなぜ三語体系なのか（←第 1章） 
  ② 成立はなぜクレル→ヤル→モラウという順序なのか（←第 3章） 
  ③ モラウはなぜ授受表現として使われるようになったのか（←第 4章） 






























こと。具体的には、「第 3 章 授受表現の成立」と「第 5 章 多方面の授受表現について」は用例収集に

















 平成 26年 1月 17日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有 
するものと認める。 
